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1年運用して感じた教訓とその対策方針 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自己紹介 

池田 将士  (@mashiike)

技術部 SREチーム所属

データにまつわる技術を担当

好きなAWSサービス

Amazon S3
Amazon Kinesis Data Firehose
Amazon Redshift

2016年末に新卒社員として入社
現在は『Tonamel』のデータ基盤を開発・運用



会社紹介 

鎌倉の地にて、主にWeb技術を用いて
人の印象に深く残るような面白コンテンツを作る会社

ゲームからWebサービス、ミュージアムetc…
様々なことに挑戦



事業紹介 

大会プラットフォームサービス『Tonamel』
 

2017年7月7日:
     『Lobi tournament』としてリリース
2020年4月1日:
      『Tonamel』にサービス名変更

2021年2月: Redshift 導入



Redshift導入背景と採用理由 

導入背景
● 本番Amazon Aurora MySQL＋Redash分析環境
● プロダクトアプリケーションがマイクロサービス化

採用理由
● SUPER型による半構造化データの取り扱い
● Redshift Federated Query for MySQL compatible
● 社内導入実績



導入背景: 従来の分析環境 

モジュラモノリスなアプリケーションが使用
しているAurora MySQLのReaderへ直接
BIツールが接続

Window関数やWITH句は使えず、
分析の複雑化への対応が困難



導入背景: アプリケーションのマイクロサービス化 

● アプリケーションの一部機能が
マイクロサービス化

● DynamoDBの導入により
データのサイロ化が加速

● 今後はマイクロサービスを
増やしていく方針

本格的なデータ基盤の必要性



近代的なデータ基盤の必要性とその中核の選択肢 

Amazon S3Amazon  Athena

Amazon  Redshift

Google  BigQuery



近代的なデータ基盤の必要性とその中核の選択肢 

Amazon S3Amazon  Athena

Amazon  Redshift

Google  BigQuery

主に３つの理由により採用 



採用理由: SUPER型 

● DynamoDBの変更情報は
Kinesis Data Stream Adapterで
容易に収集可能

● Kinesis Data FirehoseでSUPER型を
用いたテーブルに直接コピーすればとて
も取り扱いやすい



採用理由: SUPER型 

● DynamoDBの変更情報は
Kinesis Data Stream Adapterで
容易に収集可能

● Kinesis Data FirehoseでSUPER型を
用いたテーブルに直接コピーすればとて
も取り扱いやすい

PartiQL言語によるSQL互換の直感的なデータアクセスが可能



採用理由: Federated Query 

● Aurora MySQLへの負荷は問題なし
（現行BIが直接接続してるため）

● 今後のマイクロサービスの増加で
Aurora MySQLのデータソースが増える
可能性が濃厚

● Federated Queryを使用することで、
ETLパイプラインの簡略化を期待



採用理由: 社内導入実績とAWS親和性 

● 社内の他プロダクトで導入実績あり

● 社内知見

● アプリケーションがAWSにあるので他の
AWSサービスとの親和性が高い



半構造データ ETLの簡略化
FederatedQuery

AWS親和性
と導入実績

近代的なデータ基盤の必要性とその中核の選択肢 

Amazon S3Amazon  Athena

Amazon  Redshift

Google  BigQuery

 ※事前定義が必要  

 ※レイテンシーの懸念  



1年運用して感じた教訓とその対策方針 

2021年2月に導入してから約1年、色々なことが発生
発生したことを踏まえた教訓と対策方針を共有



1年運用して感じた教訓とその対策方針 

2021年2月に導入してから約1年、色々なことが発生
発生したことを踏まえた教訓と対策方針を共有

○ Ep1: 開発環境に関して 
■ 教訓1: ???

○ Ep2: Redshiftの新機能を試したい 
■ 教訓2: ???

○ Ep3: Clusterのお引越し 
■ 教訓3: ???
■ 教訓4: ???
■ 教訓5: ???

3つのエピソード と 5つの教訓



Ep1: 開発環境に関して  

育ってくると、開発環境が欲しくなりますよね？ 



EP1:開発環境について 

https://aws.amazon.com/jp/redshift/pricing/?nc=sn&loc=3

スモールスタート 

dc2.Large を 2ノードで開始 

開発環境用のClusterを 
用意する余力はない 

1つのClusterで 
Databaseを分けて同居 

https://aws.amazon.com/jp/redshift/pricing/?nc=sn&loc=3
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dc2.Large を 2ノードで開始 

開発環境用のClusterを 
用意する余力はない 

1つのClusterで 
Databaseを分けて同居 

しかし、本番環境のデータで変換を試したい時が・・・ 

https://aws.amazon.com/jp/about-aws/whats-new/2021/03/announcing-general-ava
ilability-of-amazon-redshift-cross-database-queries/

RA3なら出来るけどね！ 

例えば、アプリケーションの開発環境
のデータでは量が少ないので、本番
環境のデータで新しいデータ変換を試
したい時など 

https://aws.amazon.com/jp/redshift/pricing/?nc=sn&loc=3
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EP1:開発環境について 

https://aws.amazon.com/jp/redshift/pricing/?nc=sn&loc=3

スモールスタート 

dc2.Large を 2ノードで開始 

開発環境用のClusterを 
用意する余力はない 

1つのClusterで 
Databaseを分けて同居 

ra3.xlplusで開始してれば・・・ 

https://aws.amazon.com/jp/redshift/pricing/?nc=sn&loc=3


EP1:開発環境について 

クラスタ同居・データベース分離型 

クラスタ分離型 

例えば、RA3なら開発環境について以下のようにできる
一部のETLのテストで本番データを用いたい時に役立つ

RA3のみ提供されている機能 がある
● Data Sharing
● クロスデータベースクエリ
● AQUA (Advanced Query Accelerator)
● etc…

教訓1:RA3で始めるべし

コスト要件が少し厳しくても、  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Ep2: Redshiftの新機能を試したい  

https://aws.amazon.com/jp/about-aws/whats-new/2022/02/amazon-redshift-public-preview-streaming-ingestion-kinesis-data-streams/

Redshiftは魅力的な機能のプレビューを多く提供しています

https://aws.amazon.com/jp/about-aws/whats-new/2022/02/amazon-redshift-public-preview-streaming-ingestion-kinesis-data-streams/


EP2: Redshiftの新機能を試したい 

https://aws.amazon.com/jp/about-aws/whats-new/2020/12/amazon-redshift-no
w-includes-amazon-rds-for-mysql-and-amazon-aurora-mysql-databases-as-ne
w-data-sources-for-federated-querying-preview/

Federated Queryなしの1例  

Federated Queryを使った場合  

Federated Queryを活用すると、データ搬送が簡略化できる！
2021年2月時点ではMySQLへのFederatedQueryがプレビューでした。

https://aws.amazon.com/jp/about-aws/whats-new/2020/12/amazon-redshift-now-includes-amazon-rds-for-mysql-and-amazon-aurora-mysql-databases-as-new-data-sources-for-federated-querying-preview/
https://aws.amazon.com/jp/about-aws/whats-new/2020/12/amazon-redshift-now-includes-amazon-rds-for-mysql-and-amazon-aurora-mysql-databases-as-new-data-sources-for-federated-querying-preview/
https://aws.amazon.com/jp/about-aws/whats-new/2020/12/amazon-redshift-now-includes-amazon-rds-for-mysql-and-amazon-aurora-mysql-databases-as-new-data-sources-for-federated-querying-preview/
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Federated Queryを使った場合  

Federated Queryを活用すると、データ搬送が簡略化できる！
2021年2月時点でプレビューで使えるぞ！メンテナンストラックを

Previewに・・・
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https://aws.amazon.com/jp/about-aws/whats-new/2020/12/amazon-redshift-no
w-includes-amazon-rds-for-mysql-and-amazon-aurora-mysql-databases-as-ne
w-data-sources-for-federated-querying-preview/

Federated Queryなしの1例  

Federated Queryを使った場合  

Federated Queryを活用すると、データ搬送が簡略化できる！
2021年2月時点でプレビューで使えるぞ！メンテナンストラックを

Previewに・・・

しかし、本番環境のClusterで
Previewにすることはオススメされてません

https://aws.amazon.com/jp/about-aws/whats-new/2020/12/amazon-redshift-now-includes-amazon-rds-for-mysql-and-amazon-aurora-mysql-databases-as-new-data-sources-for-federated-querying-preview/
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https://aws.amazon.com/jp/about-aws/whats-new/2020/12/amazon-redshift-now-includes-amazon-rds-for-mysql-and-amazon-aurora-mysql-databases-as-new-data-sources-for-federated-querying-preview/
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なぜならば・・・
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Personal Health Dashboard のRedshift operational notificationより抜粋



EP2: Redshiftの新機能を試したい 

1. メンテナンストラックは『最新』に戻せない

2. いつかPreviewは終了する

なぜならば・・・

3. 本番環境のCluster作り直しは大変

previewのメンテナンストラックにあるClusterのスナップ
ショットは、復元でメンテナンストラック『最新』のCluserとし
て復元することはできない。

そのためUNLOADとCOPYを駆使して
　　　　　　　S3を経由したデータのお引越しが必要

Personal Health Dashboard のRedshift operational notificationより抜粋



EP2: Redshiftの新機能を試したい 

というわけで、
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しかし、本番環境中のデータで新機能を試したい！
そんなときは、Data Sharingの出番 
(RA3のみで使える機能）

今Public Preview中の
ストリーミング取り込みなら



EP2: Redshiftの新機能を試したい 

教訓2: 本番環境でPreviewにするべからず

というわけで、

しかし、本番環境中のデータで新機能を試したい！
そんなときは、Data Sharingの出番 
(RA3のみで使える機能）

教訓1: RA3で始めるべし 合わせて大事

今Public Preview中の
ストリーミング取り込みなら



3つのエピソード と 5つの教訓

○ Ep1: 開発環境に関して 
■ 教訓1: RA3で始めるべし

○ Ep2: Redshiftの新機能を試したい 
■ 教訓2: ???

○ Ep3: Clusterのお引越し 
■ 教訓3: ???
■ 教訓4: ???
■ 教訓5: ???



3つのエピソード と 5つの教訓

○ Ep1: 開発環境に関して 
■ 教訓1: RA3で始めるべし

○ Ep2: Redshiftの新機能を試したい 
■ 教訓2: 本番環境でPreviewにするべからず

○ Ep3: Clusterのお引越し 
■ 教訓3: ???
■ 教訓4: ???
■ 教訓5: ???



Ep3: Clusterのお引越し 

みなさま、お気づきでしょうか？
運用1年目でClusterを新しく作成し、お引越し中です。

再掲：Personal Health Dashboard のRedshift operational notificationより抜粋

2022年3月31日までに
できるだけ早く引っ越し！



EP3: Clusterのお引越し 

Clusterのお引越しをする必要が出てきたのですが、
これを気に色々と見直すべきところはあることがわかりました。

● 使用頻度の低い古いテーブルが有る
(実は作り直して、別の新しいものがある）

● ワークフロー (airflow) が頑張りすぎてる

● 無加工データがないものがある



EP3: Clusterのお引越し … 利用状況調査 

『テーブルにどれだけアクセスしているのか？』

算出方法の例として
● BIのクエリログを集計
● stl_explainを集計
● stl_queryを集計

誰が？いつ？どのテーブルを
利用していたのかを記録していた



EP3: Clusterのお引越し … 利用状況調査 

直近1ヶ月のテーブルごとのクエリ発行数ランキング 

テーブルの利用状況を集計すると
よく参照される
価値のあるテーブルが一目瞭然

使用されてないテーブルはDeprecated
引っ越し対象から除外

教訓3: テーブルの利用状
況把握は大事です 



EP3: Clusterのお引越し … ワークフローで頑張りすぎ 

DynamoDB の最新状態を復元する
ために5分に1回起動するワークフ
ローがある 

変更情報から最新を復元
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同じことが実現できる

最新行を特定するためのMV

参照用のDB View



EP3: Clusterのお引越し … ワークフローで頑張りすぎ 

DynamoDB の最新状態を復元する
ために5分に1回起動するワークフ
ローがある 

変更情報から最新を復元

Materialized Viewで
同じことが実現できる

Auto Refreshを有効にすると
ワークフローなしでOK

最新行を特定するためのMV

参照用のDB View



EP3: Clusterのお引越し … ワークフローで頑張りすぎ 

DynamoDB の最新状態を復元する
ために5分に1回起動するワークフ
ローがある 

変更情報から最新を復元



EP3: Clusterのお引越し … ワークフローで頑張りすぎ 

DynamoDB の最新状態を復元する
ために5分に1回起動するワークフ
ローがある 

変更情報から最新を復元

教訓4: Materialized 
Viewを積極的に使おう



EP3: Clusterのお引越し … 無加工データがないものがある 

Federated Queryを使わずにAurora MySQLのデータを取得する場合

単純にFederated Queryを使った場合



EP3: Clusterのお引越し … 無加工データがないものがある 

Federated Queryを使わずにAurora MySQLのデータを取得する場合

S3に無加工データが自然に残る

単純にFederated Queryを使った場合

S3に無加工データは残らない



EP3: Clusterのお引越し … 無加工データがないものがある 

Federated Queryを使う場合、CTASで無加工データをRedshiftに取り込み
UNLOADを用いてS3へ出力したほうが良い



EP3: Clusterのお引越し … 無加工データがないものがある 

その上で、Materialized Viewと組み合わせておけば、
引っ越しも簡単だった・・・かもしれない

教訓5:  
無加工データがS3に
あるのは大事です 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新しいアーキテクチャーが出たら、再構築の可能性  

本番環境のコピー環境を作ってPreviewしたい可能性  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Infrastructure as Code

AWS CloudFormation
構成・IAM権限管理をコード管理して複製容易に

Analytics Engineering
https://www.getdbt.com/analytics-engineering/

ソフトウェア・エンジニアリングの
ベストプラクティスを分析に

テスト、文書化、透明性  etc…

https://www.getdbt.com/analytics-engineering/
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まとめ 

TonamelではRedshiftを１年運用した結果、５つの教訓が得られました。

『良いデータウェアハウスの運用とは、
　　　　再構築が容易であることだ！』

この言葉を今後の対策方針として、締めくくりたいと思います
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この教訓から得た言葉として、


